
 
 

安曇川河畔林の竹林の保全をエコツアーにした取り組み 

湖西夢ふるさとワイワイ倶楽部 会長 ○阿部和子 

杉本勝子 

三上紀顕 

１．活動方針・目的 

森林と平野、琵琶湖が川で結ばれている高島市は、自然の恵みを活かした文化を形成しつ

つ自然と共存する生活様式が定着しています。“自然や資源を大切に、あるもの探しで高島

市の自然・歴史・生活・文化を５感で楽しみましょう”という理念のもと、地域交流創出・

エコツーリズムの推進・食育の推進で、環境保全活動と地域活性化を両輪に活動。琵琶湖を

中心ということで、笑湖（エコ）活動という形で活動。人と人が交流することにより人の思

いが育まれ、繰り返し高島市に来てくださる高島ファンをつくり、「人と人」「人と自然」「人

と未来」を繋ぐ地域づくりをすすめ、生物多様性の魅力をびわ湖高島から発信します。 
２．活動内容 

トレッキング：“琵琶湖・里山の自然を大切に環境保全に努めましょう”を合言葉に、事

前に登山道の整備などをします。エコツアーには、地元の食材のお弁当を準備。地域

の観光施設や特産品販売施設などツアー行程に組み込むなど地域と連携して実施。特

に、阿弥陀山は、郊外学習・教育旅行や企業の研修などの体験用のコースを開拓。地

元の宿泊施設にお泊りの学生さんに利用してもらっています。ガイド料は、環境保全

整備費用に使います。 

登山道の整備：地主さんの協力で新コースの開拓（古道の手甲越えの復活・以前炭焼き

に利用されていたコースを観光コースにした乗鞍岳の在原コース・箱観山のＣコース

と見晴らし台への展望コースを新規に開拓・水無山の尾根コースを新規に開拓など） 

歴史ウォーク：①中江藤樹先生ゆかりの史跡めぐりは、中江藤樹記念館・良知館・地元の

観光協会などと連携し、旅行会社のツアーなども受け入れています。 ②継体ゆかりの

史跡めぐりは、高島歴史資料館・滋賀県教育委員会文化財保護課などのご協力で実施。 

新竹取物語：安曇川一級河川の荒廃した竹林を整備し、竹林再生整備体験をエコツアー

プログラム化した「新竹取物語」は、こどもから高齢者まで幅広い参加があります。

竹林整備体験・竹細工・自然観察・食育・エコクッキングなど豊富な体験ができます。

地元の観光協会や宿泊施設と連携した教育旅行や企業研修の受け入れも行っています。

３月５月７月１０月１２月に開催する新竹取物語は、（スタッフ研修・次世代育成など

も含む）京阪神の方と地元の方の家族ぐるみの交流が生まれています。竹林整備効果

で自然再生について学習できる場（レンプクソウ・キクザキイチゲ・カブトムシなど）

として価値が向上しました。活動経費は補助金に頼らず、ガイド料や参加者からいた

だく環境整備費をあてています。 
３．他の活動団体の参考となる事例 

スタッフ研修・次世代育成などを考慮。里山は使わないと塞がります。繰り返し利用すれ

ば保全活動が楽です。エコツアーでいただくガイド料・環境整備費で公園風の体験会場を作

ります。 

４．今後の課題等 

広報活動・次世代育成が重要であると考えています。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


